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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成21年8月6日(2009.8.6)

【公表番号】特表2009-514553(P2009-514553A)
【公表日】平成21年4月9日(2009.4.9)
【年通号数】公開・登録公報2009-014
【出願番号】特願2008-540298(P2008-540298)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/47     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ  14/47    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｐ   7/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月22日(2009.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　臓器移植のレシピエントである患者におけるＩＲＩに感受性である臓器または組織を保
護するための医薬組成物であって、アネキシン二量体を含む単離修飾アネキシンタンパク
質を含む、前記医薬組成物。
【請求項２】
　アネキシン二量体が１０～１０００μｇ／ｋｇの血管内用量となる様式でレシピエント
に投与される、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　アネキシン二量体が１００～５００μｇ／ｋｇの血管内用量となる様式でレシピエント
に投与される、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　移植中にレシピエント患者に投与される、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　アネキシン二量体を含む単離修飾アネキシンタンパク質が、配列番号６、配列番号１９
、配列番号２７および配列番号２３からなる群より選択されるタンパク質を含む、請求項
１に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　再灌流傷害および機能不全に対して臓器または組織移植片を保護する方法であって、移
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植を必要とする患者における当該臓器または組織の移植の前に、該臓器または組織を灌流
または保存のための保存液と接触させ、または該臓器または組織をリンスすることを含み
、ここで当該保存液が、虚血後のＩＲＩを防止するのに十分な濃度の、アネキシン二量体
を含む単離修飾アネキシンタンパク質を含有する、但し該方法はヒトの体内においては実
施されない、前記方法。
【請求項７】
　アネキシン二量体を含む単離修飾アネキシンタンパク質に加えて、電解質および細胞保
護剤からなる群より選択される少なくとも１つの構成要素を含有する保存液で、臓器また
は組織を灌流する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　アネキシン二量体を含む単離修飾アネキシンタンパク質が、０．１から１ｍｇ／ｌの濃
度で保存液に添加される、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　アネキシン二量体を含む単離修飾アネキシンタンパク質が、配列番号６、配列番号１９
、配列番号２７および配列番号２３からなる群より選択されるタンパク質を含む、請求項
６に記載の方法。
【請求項１０】
　ＩＲＩに感受性である臓器または組織を保護する方法であって、ホスファチジルセリン
に対するアネキシンＶの親和性の少なくとも１０％である、ホスファチジルセリンに対す
る親和性を有するタンパク質の有効量と、該臓器または組織を接触されることを含む、但
し該方法はヒトの体内においては実施されない、前記方法。
【請求項１１】
　タンパク質がモノクローナルまたはポリクローナル抗体である、請求項１０に記載の方
法。
【請求項１２】
　（ａ）配列番号１７または配列番号２１のポリヌクレオチド配列に対して少なくとも９
５％の同一性を有するポリヌクレオチド配列を含む、単離ポリヌクレオチド；
　（ｂ）配列番号１７または配列番号２１のポリヌクレオチドを含む、単離ポリヌクレオ
チド；
　（ｃ）配列番号１７または配列番号２１のポリヌクレオチドに対して少なくとも９５％
の同一性を有する、単離ポリヌクレオチド；
　（ｄ）配列番号１７または配列番号２１の単離ポリヌクレオチド；
　（ｅ）配列番号１９または配列番号２３のポリペプチド配列に対して少なくとも９５％
の同一性を有するポリペプチド配列をコードするポリヌクレオチド配列を含む、単離ポリ
ヌクレオチド；
　（ｆ）配列番号１９または配列番号２３のポリペプチドをコードするポリヌクレオチド
配列を含む、単離ポリヌクレオチド；
　（ｇ）配列番号１９または配列番号２３のポリペプチド配列に対して少なくとも９５％
の同一性を有するポリペプチド配列をコードするポリヌクレオチド配列を有する、単離ポ
リヌクレオチド；
　（ｈ）配列番号１９または配列番号２３のポリペプチドをコードする、単離ポリヌクレ
オチド；
　（ｉ）（ａ）～（ｈ）のポリヌクレオチドのＲＮＡ同等物である、ポリヌクレオチド；
および
　（ｊ）（ａ）～（ｉ）のポリヌクレオチドに相補的なポリヌクレオチド配列、
からなる群より選択され、ここで（ａ）～（ｋ）のポリヌクレオチドは、細胞表面上のホ
スファチジルセリンに結合する能力を有するポリペプチドをコードする、単離ポリヌクレ
オチド。
【請求項１３】
　（ａ）配列番号１９または配列番号２３の配列を含む、単離ポリペプチド；
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　（ｂ）配列番号１９または配列番号２３のポリペプチド配列に対して少なくとも９５％
の同一性を有するポリペプチド配列を含む、単離ポリペプチド；
　（ｃ）配列番号１９または配列番号２３のポリペプチド配列を有する、単離ポリペプチ
ド；
　（ｄ）配列番号１９または配列番号２３のポリペプチド配列に対して少なくとも９５％
の同一性を有する、単離ポリペプチド；および
　（ｅ）配列番号１９または配列番号２３のポリペプチド配列；
からなる群より選択され、ここで（ａ）～（ｅ）のポリペプチドは細胞表面上のホスファ
チジルセリンに結合する、単離ポリペプチド。
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